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Abstract Many newly found letters written by M. A. Fenton, a pioneer of Japanese entomological 
research, have enabled us to trace his life, hitherto completely unknown. Based on the addresses 
and families which appear in the letters, documents concerning his birth, marriage and death were 
obtained and the outline of his life has become almost clear. He was born in Doncaster, England in 
1850, stayed in Japan as an English teacher from 1874 to 1880. Returning to England, he graduated 
from St. John's College, Cambridge and followed a career as an H. M. Inspector of Technichal 
Colleges & Schools. He married Harriette Eleanor Binny in 1889 and had a daughter, Sylvia 
Ermyntrude in 1893. In 1924 or so, Fenton and his wife went to California, USA, where their mar- 
ried daughter lived, via Canada. He closed his days in California in 1937. 
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1. Fenton の 手紙 の 公表 と それ に 基づく 展開 


明治 期 の 日 本 で 昆虫 相 解 明 に 大 き な 貢 献 を し た 英国 人 Montague Arthur Fenton に つい て は 在 日 中 の 
足跡 が 紹介 きれ (江崎 , 1955), 蝶 を 中 心 と し た 貢献 が 著名 で あっ た . し か し , この よう な 頁 献 を し た 人 
物 で あり な が ら Fenton 自身 に つい て は 年 齢 を 初め 、 来 日 前 ・ 帰 国 後 の 消 息 な ど に つい て の 情報 が 乏 
Li, これ まで 極め て 断片 的 な こと し か 判っ て いな か っ た (田中 千 . 1935). 


2003 年 に 栃木 県 さく ら 市 (当時 ・ 氏 家 町 ) の さくら 市 ミュ ー ジ アム (ミュ ー ジ アム 氏家 ) で シル ビア 
シジミ に 関す る 企画 展 が 開か れ た . これ を 契機 と し て Fenton が 田中 舘 愛 橘 に 送っ た 多数 の 手紙 が 保 
存 き れ て いる こと が 明らか に な っ た . その 内 容 公開 に よっ て Fenton に 関す る 情報 が 極め て 豊富 に な 
り , 前 報 で は それ を 基 に Fenton の 人 間 性 や 田中 舘 と の 関係 を 報告 し た (松浦 は ほか, 2005). 


特に 1924 年 に 書か れ た 最後 の 手紙 か ら は , 晩年 の Fenton の 所 在 を 追跡 する 重要 な 手がかり が 得 ら れ 
た . かねてから 松田 は 独自 に , 英国 で Fenton の 出生 に 関す る 情報 を 得 て い た (松田 , 2000). これ に 今回 
の 手紙 に より 展開 が 可能 と な っ た 米国 で の 調査 を 加え , 従来 未知 で あっ た Fenton の 生涯 を ほぼ 明 ら 
か に する こと が で きた . 


本 報 で は Fenton の 出生 か ら 来 日 , 帰国 後 の 動静 , 死去 に 到 る まで の 概要 を 新た に 発掘 で きた 資料 を 基 
に 報告 する . これ ら Fenton に 関す る 英国 ・ 米 国 の 役所 か ら の 各種 証明 書 の 入手 は 松田 が , 大 英 自然 史 
博物 館 の 所 蔵 資 料 な どの 入手 は 中 村 が 行っ た . 本 報 全体 の 文責 は 両者 が 負う が , 分 担 執 筆者 名 を 各 項 
末 に 示し , 文責 を より 明確 に し た 部 分 も ある . 


発表 に 先立ち , 次 の 方 々 へ 謝辞 を 表し た い . 


英国 の 個人 宅 へ の 問 合 わ せ に 際 し て は ., 英文 の 作成 ・ 添 前 や 切手 の 入手 に 関し . 長谷 純 氏 と 高倉 忠 博 
氏 に 大 変 お 世話 に な っ た . 大 英 自然 史 博 物 館 の Phillip R. Ackery J&, Goulven Keineg IX, ロン ドン 土 立 
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昆虫 学会 の Berit Pedersen 氏 に は 資料 照会 に つい て 大 変 お 世話 に な っ た . 松浦 明 氏 に は 原稿 全部 に 目 
を 通し て いた だ き , 小竹 弥 則 氏 に は 写真 資料 の 入手 で も お 世話 に な っ た . 北九州 市 立 自然 史 ・ 歴 史 博 
物 館 の 上 田 恭一 郎 氏 か ら は , Janson 商会 の 人 名 や 各 人 の 昆 虫 専門 分 野 に 関す る 足 重 な ご 教示 を 得 た . 
[uz FLEX EUBSÉGIO04h | 閲覧 に は , 大 阪 市 立 中 央 図書 館 を 介し て 三重 大 学 図書 館 の 蔵書 を 
検索 きせ て いた だ いた . San Francisco の 相本 幹 大 氏 の 協力 が , Fenton の 妻 や 娘 の 名 前 を 解明 する た め 
の 決定 的 な 糸口 と な っ た . これ ら 各 位 に 厚く 御礼 申 上 げ る . 


本 報告 を 2004 年 4 月 長 近 され た 日 本 蝶 学 界 の 指導 者 ・ 白 水 隆 先 生 に 捧げ た い . 江崎 憶 三 先生 か ら 白 
水先 生 , 盤 瀬 大 郎 氏 へ と 続い た 「 了 欧米 人 の 昨 虫 研究 家 に つい て の 探求 」 の 沿 々 た る 歴史 の 流れ に 対 
3 5 TIRAS, これ ら の 地道 な 研究 を 積み 重ね て ゆく 原動力 と な っ て いた . 


2. 最近 の 経緯 と 調査 方 法 


松田 (2000) は 2000 年 3 月頃, 英国 Cambridgeshire の 電話 帳 を 手がかり に Fenton 姓 の 約 20 名 に 手紙 で 
問い 合わ せ , その 中 の 1 人 Colin Fenton 氏 (M. A. Fenton と 親戚 関係 は な い ) か ら , M. A. Fenton の 生年 
と 日 本 か ら 帰 国 後 の 職業 に 関す る 重要 な 情報 を 得 た . ま た 岡野 (2001) に よる 文部 省 記録 の 紹介 は 公 
文書 に 残る 確実 な 事実 の 発掘 と し て 大 き な 意 味 を も っ て いた . 更に 田中 和合 愛 橘 の 日 記 解読 に よっ て 
1875-1877 年 の 日 本 国内 の 採集 旅行 に 関し て 正確 な 行程 が 追え る よう に な っ た (松田 , 19995; 中 村 , 
2002). 特に , Fenton が 日 本 で 最初 に 採集 し た ヒメ ヒ カ ゲ Coenonympha oedippus annulifer (Butler, 1877) 
に つい て , SO type ラベ ル と 原 記載 に ある “東京 江戸 ) か ら 370 マイル" の 意味 が [1875 年 に 関東 平 
野外 周 付近 の 山々 を 一 周 し て 採集 旅行 を し た 時 の , 全 行 程 の 合計 マイ ル 数 で ある (松田 , 19998) と 
いう 見 解 が 推測 可能 と な っ た . 


松浦 ら (2005) に よっ て 紹介 され た 手紙 の 中 に は , 帰国 後 の 英 国 で の 住所 , 職業 , 家族 な ど に 関す る 情 
報 が 含ま れ て いた . 1924 年 に Canada で 書か れ た 最後 の 手紙 は , 娘 の 住む California へ 移る 予定 を 伝え 
て いた . これ ら の 情報 を も と に 限定 で きた 地域 に つい て , 英国 , 米国 の 該当 都市 か ら Fenton に 関す る 
出生 , 結婚 , 死亡 , 埋葬 な どの 公開 資料 を 取り 寄せ る こと が 可能 と な っ た . その 結果 , 以下 の よう な 諸 
事実 を 得 て 出 生か ら 死 亡 に 至る 生涯 を ほ ば 把握 す る こと が 出来 た . 


3. 生 年 と 生い立ち 


2000 年 に 松田 が 得 た C. Fenton 氏 か ら の 情報 に よっ て , Fenton が 1850 年 英国 York 州 (現在 の South 
Yorkshire) Doncaster 市 に 生ま れ た こと が 明らか に な っ た . この 情報 が 得 ら れ た こと に よっ て , 後に 米 
California 州 で 亡くな っ た だ 人物 (M. A. Fenton) の 年 齢 が . この 出生 年 か ら の 年 数 と 一 致す る こと が 
明確 と な り , ほぼ 間違い な く 同 一 人 物 と 推測 する 根拠 と な っ た . 


Fenton は 父 の 外科 医 Charles Ducker Fenton, 母 Emily (旧姓 Battye) と の 間 に 生 まれ た . 今回 Doncaster 
の Register Office 7^ 5, 彼 の 出生 証明 書 を 入手 する こと が で きた . それ に よる と 出生 は 1850 年 6 月 29 
H, 場所 は Doncaster の Hall Gate 地区 , 生後 約 1 ヵ 月 後 の 8 月 $ 日 に 出生 の 届け 出 が され た . 出生 証明 
書 に Arthur と いう second nme が すでに 付き され て いる の で , 誕生 時 に 洗礼 を 受け た も の と 思わ れる . 


出生 後 来 日 まで の 情報 は 乏しく , 来 日 前 の 教育 歴 は 未だ 判っ て いな い . 日 本 の 外務 省 は 当時 外国 人 の 
採用 に 際 し て , 不適 切な 人 材 を 避け る べく 厳重 な 審査 を 行ない , 当 人 の 資格 な ど を 確認 する よう 規約 
「 外 国人 雇 入 方 心得 ] を 再三 改定 し た HER, 1968). 特に 文部 省 に よる 「 教 師 ] 雇用 に 関し て は 審査 
が 厳し か っ た か ら , Fenton が 来 日 前 に 文科 系 教員 と し て の 資格 を 取得 し て いた 可能 性 は 大 きい が そ 
の 記録 は 得 ら れ て いな い . 


Fenton と 同年 生ま れ の H.Pryer (1871 年 頃 来 日 ) が ロン ドン 王立 昆虫 学会 (Royal Entomological Society 
of London) の 会 員 で あっ た こと (江崎 , 1955) を ヒン ト に, 同 会 機関 誌 を 探索 し た が Fenton (4 Bi f& 
に 一 度 も 現れ な い . 同じ 結果 は 同学 会 司書 Pedersen 氏 に も 確認 を 受け た . 「 ロ ンド ン 芋 立 昆虫 学会 
100 年 史 | (Neave, 1933) の 全員 名 簿 に も 名 前 は な い . 従っ て Fenton は 同学 会 会 員 で は な か っ た と 断 
定 で きる . 一 方 , 後 の 採集 品 の 記載 な どの 処置 か ら 考 え , 来 日 時 に は 大 英 自 然 史 博物 館 の 昆虫 部 門 学 
EA (1882 年 当時 3 名 : 広渡 , 2000) の A. G. Butler, W. F. Kirby (共に Fenton よ り 6 歳 年 長 ) と 密接 な つ 
な が り を 持っ て いた こと は 確か で , 同 館 と 何ら か の 連携 が あっ た と 想定 され る . 
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Fig. 1. Birth Certificate of M. A. Fenton (Doncaster, UK). Requested and obtained by Shinpei 
Matsuda, No. FC541619. (Fenton の 出生 届 ). 


4. 来 日 の 契機 


従来 日 本 で 知ら れる Fenton の 公式 記録 は , 1874 (明治 7) 年 1 月 24 日 東京 外国 語学 校 の 発令 で あっ た 

(岡野 2001). 今回 明らか に な っ た 生年 月 日 か ら す る と 当時 22 歳 7 ヵ月 で あっ た . さく ら 市 ミュ ー ジ ア 
ム の 企画 展 図録 に 収録 きれ た 太 政 類 典 第 二 編 第 七 十 巻 に は 1874 年 1 月 29 日 文部 省 届 の 文書 と し て 
次 の 記述 が ある (ミュ ー ジ アム 氏家 , 2003: 12). 


[東京 外 国語 學校 へ 英語 移 教 師 両 名 新規 御 雇 入 ノ 儀 過 日 伺 済 相 成 則 来 朝 中 人 物 捜索 修 雇 英 人 ドル ニ 
ー フ ェ ン トン ノ 両 名 學 力 相当 ノ 者 二 付 一 ヶ月 給料 金 百 五 十 園 宛 ヲ 以 テ 本 月 二 十 四 日 ヨ リ 向 六 ヶ 月間 
雇 入 條 約 取 結 修 條 此 旨 件 届 申 修也 」 


即ち 外国 語学 校 が 文部 省 に 伺 (前 年 12 月 18 日 付 ) を 立て た 上 で , 当時 欠員 の あっ た 英語 学 教師 を 捜 
し て 来 日 中 の 人 物 か ら Fenton を 採用 し た と 読み と れる . 同時 採用 の 英国 人 ドル ニー (スペ ル 不 詳 ) は 
当初 契約 通り 6 ヵ月 で 満期 退職 し た が (ユネ スコ 東 ア ジア 文化 研究 セン ター, 1975), Fenton は その 後 
契約 更改 を 重ね て 長期 間 勤 務 し た . この 記述 か ら Fenton は 英語 教育 を 「 目 的 ] に 来 日 し た の で は な 
か っ た が , 日 本 で 英語 教師 の 職 を 得る こと が 出来 て , 長期 洋 在 に 及 ん だ と 見 る こと が で きる . た だ し , 
この 見 解 に よっ て Fenton の | 真 の 来 日 」 時 期 は 却って 不明 確 に な っ た . 


同じ く 葉 類 の 採集 家 で あっ た HL. Pryer は 1871 年 中 国 へ 来 て , 間もなく 日 本 に 渡り 横浜 に 住ん だ GL 
崎 , 1935). Fenton より 来 日 は 早い が , 外国 人 と し て の 東京 博物 館 雇用 発令 (動植物 見 本 採集 人 ) は 遅れ 
て 1876 年 7 月 で あっ た (ユネ スコ 東 ア ジア 文化 研究 セン ター, 1975). Fenton の 来 日 に 関し H. Pryer と 
の 間 に 接 触 が あっ た 形跡 は , 前 記 学 会 へ の 所 属 問題 を 含め て な い . また 前 述 の 如く Fenton は 来 日 時 既 
に 昆虫 (GE. BR) の 分 類 を 相当 程度 修得 し て いた が , 昆虫 で の 人 脈 が 訪日 の 契機 を 作っ た 形跡 は 得 ら 
れ て いな い . [中村] 





5. {THA CHR 


当時 外国 人 は 居留 地 外 へ 出 る の に 監督 官庁 に 許可 を 得る 必要 が あっ た . Fenton が 就業 半年 後 の 1874 
年 7 月 に 早く も 富士 山 へ 行く 「 病 気 保養 ノ 為 ] の 届出 を 提出 し て いる が (岡野, 2001), これ が 昆虫 採 
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Fig. 2. Marriage Certificate of M. A. Fenton (London, UK). Requested and obtained by Shinpei 
Matsuda, No. PAS1021732. (Fenton の 結婚 届 ). 
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Fig. 3. Birth Certificate of Sylvia E. Fenton. Requested and obtained by Shinpei Matsuda, No. 
PAS1021732. (Fenton OR Sylvia O H Æ Jg). 
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Fig. 4. Death Certificate of M. A. Fenton n (California State) (Cambridge, UK). ee and ob- 





Fenton が 日 本 で 蝶 採 集 ! 


bh, 山形 , 福 





tained by Shinpei Matsuda, No. 2003113230-A0. (Fenton の 死亡 届 ). 


集 の た め の 「 名目] で ある こと は 確か で , Fenton 来 日 の 真意 が 既に 現れ て いる と 見 る べき だ ろう . 


に 訪れ た 場所 は , 松田 (1999 ヵ ) の 地図 か ら 分 か る よう に ., 北 海道, 青森 , 秋田 , 宮 
gr, 新潟 , 茨城 , 栃木 , 山梨 , 埼玉 , 東京 , 神奈 川 , 千葉 . 静岡 、 群馬 , 長野 の 18 都 道 府 県 で あり , 


H. Pryer が 離島 を 含め た 主 に 関東 以西 の 18 都 道 府 県 を 訪れ た ULI RER: 104 参照 ) の と は 対 


昭 的 で ある . 


大 英 自 然 史 博 物 館 の Janson Collection に Fenton 文書 が 遣 さ れ て いる こと が Keineg 氏 を 通じ て 明らか 
に な っ た . この Collection は Janson S Z: O x f$, D. B. Janson 氏 が 1991 年 に 同 館 へ 寄贈 し た 同 家 の 注文 

に 関す る 手紙 等 の 古文 書 Cb. [Janson 商会 | は ind Edward Wesley Janson 
こよ っ て 創業 され , 代々 標本 の 売買 , 研究 誌 の 発刊 , 文献 販売 等 を 営ん で いた GENS, 


記録 や 販売 に 
(1822-1891) | 


1956). 


それ は 1913 年 カナ ダ か ら Janson 商会 に 宛て た Fenton の 1: 
Erichson Janson L «4 tł, f& Oliver Jordan Janson へ 宛て た も の と 推定 され る が , 以下 に 


Post Office/ Royal Oak/ Victoria, B. C. 25th Aug., 1913 


Dear Mr. Janson, 


NII- 


通 の 手紙 で , こ れ は 創業 者 の 息子 Oliver 
全文 を 掲げ る . 
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Fig. 5. Today's Christ Church in London, Lancaster gate, where Fenton's marriage ceremony was 
organized in June 1889. Photo by Katsuya Ishihara. (Fenton 231889 年 6 月 結婚 式 を 挙げ 
た ロン ドン の クラ イス トチ ャ ー チ の 現況 [2005 年 ]. 撮影 : 石原 勝 哉 氏 ). 


I have been a long time sending any specimens, but my time has been much occupied otherwise. 
I must make a systematic search for Coleoptera when I have more time. 
Hoping these few will be of interest to you and your clients and leaving it to you to arrange the price. 


I am Yours sincerely M. A. Fenton 


| カナ ダ で 甲虫 は 時 間 が な く て 採れ な い . 送っ た も の の 価格 は 任せ る | と いう ERC, この 手紙 か ら 
は 少な く と も 晩年 (当時 63 F) の Fenton が , Janson 商会 と 標本 提供 者 と し て の 接触 を 保ち , 時 間 が 許 
せ ば 時 々 小遣い 稼ぎ に も な る 「 採 集 ] に 応ずる 一 面 を 持っ て いた と 推察 きれ る . 従来 , 英語 学 教師 と 
いう 本 業 を 勤め な が ら 「 昆 虫 相 解 明 ・ 収 集 ] に 熱心 な 人 物 と 知ら れ て いた Fenton だ が , 大 英 自然 史 
博物 館 の 「 昆 虫 採集 依頼 」 を 受け て いた 可能 性 も 考え られ , 来 日 の 動機 を 考え る 上 に 一 つの ヒン ト 
と な る 事実 で ある . 今回 , 大 英 自 然 史 博 物 館 に 残さ れ た Fenton と Butler 間 の 交信 記録 を 新た に 見 出す 
努力 を し た が , 発見 ・ 入 手 す る こと が 出来 な か っ た . 


6. 日 本 で の 交友 関係 


日 本 漠 在 中 に 交流 が あっ た , 又は 田中 千 の 日 記 ・ 手 紙 に 登場 する 人 名 は 次 の 通り . 


Thomas Pratt Poate (1848-1924) 英国 人 . Fenton と 同時 期 (3 ヵ月 遅れ ) に 同じ 英語 学 教諭 と な り , 同じ 
住所 に 住み 再三 旅行 に 同行 し た (上 野 , 1968: ユネ スコ 東 ア ジア 文化 研究 セン ター, 1975). また , 
退職 後 宣教 師 と し て 東北 日 本 で の 布教 に 努め た (Stebbins, 1992). 

Guido Herman F. Verbeck (1830-1898) オラ ンダ 人 宮 教 師 .1839 年 長崎 に 来 日 し , 1869 年 上 京 し て 開成 
学校 の 設立 を 助け た . 同 校 教頭 で Fenton, Poate の 上 司 で あっ た . 

Henry Pryer (1850-1888) 初め Fenton と 交流 が あっ た が , Fenton が 採集 家 で Buder 流 の [新種 潜 造 学者 | 
と 提携 し て いる こと を 不満 と し て 疎遠 に な っ た と いう (江崎 , 1956). 

Frederick Wiliam Strange ( 生 流 年 不詳 ) 英語 学校 の 同僚 . 田中 舘 の 旅行 日 記 (中 村 , 2002) に 出 て くる 
1875 年 日 光 鉢 石 で 出会う Sr. は この 人 物 で ある . 次 の 人 物 と と も に 「 お 雇い | 英国 人 で ある ( ユ 
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ネス コ 東 アジ ア 文 化 研 究 セ ンタ ー,1975). 
Thomas M. Rhymer-Johnes ( 生 没 年 不詳 ) 建築 師 . 同じ く 田 中 舘 日 記 に 1876 年 日 光 中 禅 寺 で 出会う 
Rhymer Jhones は この 人 物 で ある . 


田中 千 宛 の 手紙 (松浦 ら .2005) に は , 旧知 の 文部 省 関係 者 と し て Kato, Hattori, Hamao の 名 を 挙げ て い 
る (手紙 16, 19). これ ら は 次 の 人 物 と 推察 で き , 当時 の 要 人 で あり ([ ] 内 が Fenton 在 日 当時 の 役職 ), 
後に 各 機 関 の 中 枢 人 物 と な っ た . 

加藤 弘之 (1836-1916) [東京 大 学 三 学部 ( 法 ・ 理 ・ 文 ) GRAB] 帝国 学士 院 院 長 , 枢 客 顧 問 官 . 

iE 新 (1849-1924) [東京 大 学 三 学部 線 理 代理 ・ 線 理 補 ], 帝 大 ・ 東 京 窟 大 総長 , 宮中 侍従 . 

服部 一 三 (1851-1929) [東京 英語 学校 校長 ], 東大 法学 部 長 , 地震 学会 会 長 , 兵庫 県 な どの 知事 . 


学者 , 生徒 と し て Mendenhall (手紙 12, 15), Morse (22), Mitsukuri (16), Ishikawa (10, 12, 16, 19, 21, 22), 
Fujitani (10, 12, 22), Suimatsu (16) の 名 が 登場 する . 


Edward Sylvester Morse (1838-1925) 1877 年 腕 足 類 研 究 の た め 来 日 し た 米国 人 動物 学者 . 請 わ れ て 東 
京 大 学 動物 学 の 初代 教授 と な る . KRARO BMA. 1878 年 の 北海 道 旅行 で は 横浜 か ら Fenton 
と 同じ 船 に 乗り , 帰国 後 も 交信 が あっ た (手紙 22). 石川 千代 松 の 師 . 

Thomas Corwin Mendenhall (1841-1924) Morse の 推挙 に よっ て 来 日 (1878 年 ) し た 米国 物理 学者 で , EH 
rH SESS HOO HP E 7e o 7c. 

箕作 佳 吉 (1858-1909) Morse, Whitman の 後 を 継い で 1881 年 か ら 日 本 人 初 の 東大 動物 学 教授 . 祖父 院 
再 以 来 の 学者 の 家系 の 1 人 . 

石川 千代 松 (1861-1935) 英語 学校 生徒 で Fenton に 蝶 研 究 の 手 は どき を 受け , 東北 ・ 北 海道 の 採集 旅 
行 に 同行 し た . Morse の 進化 論 紹 介 者 . 東大 教授 . 

ARNE VE (1855-1920) 1878 年 に 英国 留学 ,Cambridge 在学 中 「 源 氏 物 語 | を 英訳 し た . 福岡 県 出身 で 
伊藤 博文 の 女 婚 , 通信 ・ 内 務 大 臣 . 帝国 学士 院 会 員 . 

富士 谷 孝雄 ( 生 没 年 不 謗 ) Morse の 教え 子 (Morse, 1879). 地質 関係 者 で . 1883 年 「 地 質 要 略 ] を 著 わ 
し , 地質 年 代 の 日 本 名 (古生代 や 白亜 紀 な ど ) を 与え た . [中村] 























7. 帰国 後 の 消息 の 入手 


Fenton は 1880 年 4 月 に 6 年 3 ヵ月 の 日 本 滞在 を 終え , 英国 に 戻っ た . 年 齢 は 30 歳 , 独身 で あっ て まず 
は 最初 に , 親 の 住む Doncaster へ まっ すぐ 向かっ た と 思わ れる . この 後に , ヨー ロッ パ を 訪ね た 田中 千 
や 石川 と 旧 交 を 温め た こと は これ まで る も 知ら れ て いた が C. Fenton 氏 か ら の 情報 並び に 今回 の 手紙 
に よっ て , その 後 の 職 業 な ど が か な り 明 ら か と な っ た . 


Cambridge の St. John's College に 入学 し た (1881 年 =31 RE) の は 日 本 か ら 帰 国 後 間 も な く の こ と に な 
る . 1884 年 4 歳 ) で 卒業 し 学士 と な っ た . 大 学 の 比較 解剖 学 の 実験 助手 を 務め , 後に 教育 院 ( 後 の 文 
部 省 ) の 下級 視 学 官 (Lancashire Borough District), 後に 正 視 学 官 を 勤め た . 


今回 の 書簡 で 英国 で の いく つか の 住所 が 明らか に な り . Cambridge と London の 4 ヵ所 の アド レス を 
知る こと が で きた . 短い 年 数 に し ば し ば 引越 し て お り , 独り 住い の 借家 だ っ た 模様 で ある (お そら く 
この 2 つの 都市 を 往復 し な が ら , 仕事 で 英国 各地 へ の 出張 を 繰り 返し て いた と 推定 され る ). 


前 報 (松浦 ら .2005) で 紹介 し た 22 通 の 手紙 か ら は , [(1891 年 3 月 時 点 に ) Cambridge の 街 の 外側 に 家 
を 持つ こと を 計画 中 . 気に入っ た も の を 見 つけ る 事 が 難し い 」 (手紙 20), [189149 月 英国 内 に お い 
て 転居 し , か な り 広 い 住宅 (Cambridge 近郊 ?) を 得 ] (手紙 21), 「My wife... | の 記述 か ら 1892 年 頃 ま 
で に 結婚 し て いた こと (手紙 21),Canada から の 手紙 の | California に 住ん で いる 結婚 し て いる 私 の 娘 ] 
の 記述 (手紙 22) PS, [AR] が いた こと な ど を 知る こと が 出来 た . 


これ ら を 手がかり に Fenton の 結婚 証明 書 と 娘 の 出生 証明 を , England の 役所 か ら 入 手 し よう と し た . 
入手 に は , 妻 と 娘 の 正確 な 名 前 を 知る こと が 必要 で あっ た が , Fenton の 手紙 か ら の 情報 だ け で は 判ら 
な か っ た . 夫人 名 は 10 項 で 述べ る Fenton の 「 死 亡 証明 書 ] (Fig. 4) に Harriet と だ け 記 され て いた が , 
full name も 国籍 も 記さ れ て いな か っ た . し か し , Oakland で Fenton が 火葬 され た 公共 施設 の 名 前 が 記 
され て お り , そ こ に 残さ きれ て いる か も 知れ な い 記 録 が 唯一 の 「 道 ] を 開く 可能 性 で あっ た . 


その よう な 経緯 の な か で , 松田 の 知人 で ある 本 会 会 員 ・ 長 谷 純 氏 を 介し . San Francisco 4E TE O TARE 
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太 氏 の 協力 を 得 , オー クラ ンド 市 立 図 書館 (Oakland Public Library) History Room 学芸 員 の Kathleen 
Leles DiGiovanni 氏 お よび S. Lavoie 氏 の 援助 に よっ て , 同市 の 葬儀 社 Chapel of the Chimes か ら 正 確 な 
情報 を 引き 出す こと が 可能 と な っ た . それ に よっ て Fenton DFM second name YE, 娘 の 名 前 な ど 
が 最初 に 判明 し. そこ か ら イ ギリ ス の 役所 (General Register Office) に ある 戸籍 関係 書類 の 入手 申請 が 
一 気 に 可 能 と な っ た .[ 松 田 ] 


8. 結婚 , 娘 の 誕生 


England の 役所 発行 の 証明 書 (Figs 1-3) か ら 得 られ た 情報 な ど を も と に 描く こと が 出来 た Fenton の 後 
半生 は 以下 の よう で ある . 


Fenton の 結婚 式 は 1889 年 の 6 月 25 日 (火曜 日 ), London の Hyde Park 北側 に 沿う Paddington 教区 に あ 
る Christ Church (英国 国教 の 教会 /Paddington,Christ Church,Lancaster Gate: Web サ イト 資料 http://home- 
pages.gold.ac.uk/genuki/MDX/Paddington) で 行わ れ た . 新婦 は Harriette Eleanor Binny, 当時 England の 
Portsmouth 付 近 に 住ん で いた 22 歳 の 英国 人 女性 で ., 生 まれ も England で あっ た (これ は “born in 
England" と いう , Oakland 市 Chapel of the Chimes の 情報 に よる ). 新郎 Fenton の 実 年 齢 (38 歳 ) と は 約 
16 年 の 年 齢 差 が あり , 両者 共に 初婚 [Bachelor ( 夫 ) /Spinster (Æ) (Fig. D) で あっ た . 新婦 の 父 は すでに 
故人 と な っ て いた . 結婚 式 ま で 二 人 は 一 緒 に は 暮 ら さ きず , 異な る 住所 に 住ん で いた . 証明 書 に 記さ れ 
て いる 結婚 前 の Fenton の 住所 は この 教会 の 北 隣 , London, Craven Hill Garden 17 番地 で あっ た . な お , 
この 教会 の 位置 は 2003 年 発行 の 1 万 分 の 1 地図 (エア リア マッ プ 11 ロンドン, 昭文社) に も "Church" 
と し て 示さ れ て いる が , 今年 当地 を 実際 に 見 聞 さ れ た 方 の 情報 で は , 教会 の 塔 の 部 分 の 形 を 残し て 建 
物 は 全て 改造 され , 現在 は 写真 の 通り マン ショ ン に な っ て いる と の こと で ある (Fig. 5). 


結婚 し て 4 年 経っ た 1893 年 頃 , Fenton 夫妻 は Cambridge 駅 に 近い 22, Bateman Street に 居住 し て いて . 
そこ で 6 月 10 日 女児 が 誕生 し , Sylvia Ermyntrude と 名 づけ た . この 女児 の 出生 証明 書 に は second 
name: Ermyntrude が 付 さ れ て いる の で , 誕生 時 に 洗礼 を 受け た と 思わ れる . この 住所 は Cambridge の 
中 心 街 か ら 2 km くら い 離 れ た 地点 で あり 、 付近 は 長閑 で 農場 が 多く , 街 の 中 心 と 比べ る と 安価 で 比 
較 的 広い 住 空間 が 確保 し や すい 場所 と 推定 され る . 手紙 21 の |1891 年 9 月 英国 内 に お いて 転居 L, 
か な り 広 い 住宅 を 構え た | と いう の は , この 家 の こ と を 指し て いる か も し れ な い . 


な お , 娘 の 名 前 の Sylvia の 語 意 は | PR] (英語 の wood. ラテ ン 語 の silva), 洗礼 名 Ermyntrude は , 古代 ド 
イツ 語 の Ermentrude (=Irmtraud) が 語源 で , 「 全 て に お いて 最愛 の | (whole-beloved) と いう 意味 で あ 
る と いう (Web サイ ト 参 考 資 料 http://wwwSd.biglobe.ne.jp/-ros/ aya.htm). [松田 ] 


9. 標本 の 移譲 と 新大陸 へ の 移住 


1918 年 に は ロン ドン の Purcell Mansion, Queens Club Gardens に 住ん で いた こと が C. Fenton 氏 の 報せ 
で 判明 し て いる . 一 方 , $ 項 に 示し た 手紙 か ら 1913 年 に Canada に いた こと も 判る の で , この 間 両 国 間 
を 往来 し て いた と 思わ れる . 第 一 次 世界 大 戦 に よる 経済 不況 の 影響 を 受け , Canada の Victoria に ある 
資産 を 処分 する た め 1924 4 7 5 Canada へ 行き , その後 娘 夫 婦 の 居る California へ 移住 した. 


大 英 自然 史 博 物 館 の Ackery FE (Collections Manager) に 以下 の 教示 を 受け た . 同 館 が Fenton Collection 
を 購入 し た の は 1923 年 7 月 で , Register entry [BM 1923-613] に 記録 が ある (2005. 1. 8. 中 村 宛 私 信 ). 





Rhopalocera [from] Japan. Purchased from M. A. Fenton Esq. July 1923. Coll. by M. A. Fenton (including a 
number of Butler's types). 


Fenton が 英国 を 離れ アメ リカ 大 陸 へ 移住 する 直前 に 同 博物 館 が 購入 し た こと に な る . な お , Register 
entry [BM 1923-xxx] は , 1923 年 度 に 入手 し た 資料 に つい て の 登録 順 を 示す 番号 で , Fenton 資料 一 式 は 
613 番目 に 登録 きれ た こと が 分 か る . 


California |Z に は 1924 年 頃 に 入国 し, Fenton 夫婦 は 娘 夫 婦 と と も に 晩年 を 過ごし た . 米国 入国 後 の 住所 
に つい て は 情報 が 少な い が , 唯一 1935 年 に Oakland 市 4017 San Leandro Street に 居住 し て いた 記録 
(Oakland city directories) が オー クラ ンド 市 立 図書 館 の DiGiovanni 氏 か ら 得 られ た (松田 宛 私 信 ). この 
アド レス が 娘 夫 婦 の 住所 で ある 事 が 後に 判っ た (1028). 
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10. 没 年 


Canada/Victoria 市 役所 と, USA/California 州 庁 の Health Service へ 問い 合わ せ た 結 果 、 California で 1937 
年 3 月 21 日 に 没 し た Montague A. Fenton の 死亡 証明 書 (日 本 の いわ ば | 住民 票 ] に あたる も の で , fü 
報 開示 の 原則 に 従い . 世界 中 の 誰 も が 明確 な 目的 に 応じ て 入手 で きる 権利 が 確立 され て いる ) BAF 
出来 た . 先述 の よう に ., 既に 判明 し て いた 生年 か ら 人 算出 で きる 年 齢 が 一 致す る こと ., 米国 へ の 入国 年 
職種 の 記載 に も 不 合理 な 点 は 見 当たら な い の で これ が 同人 の も の と 判断 し て 間違い な いと 考え た . 
この 判断 は 別途 入手 で きた 上 記 結 婚 証明 書 , 娘 の 出生 証明 書 と の 照合 に より 実証 で きた . 


死亡 し た 場所 は Oakland 市 1033-40th Avenue (1937 年 当時 の 住所 ) で ある . 死因 は 人 慢性 心筋 信 と 気管 支 
ADIZ T, Oakland 火葬 場 で 死亡 の 翌日 火葬 され た . 死亡 時 に は 86 才 8 ヵ月 だ っ た こと に な る . 相 本 
氏 の 調査 で は この 火葬 場 は 現存 せ ず ,Chapel of the Chimes が その 業務 を 引き 継い で いる . 


この 証明 書 に は 死亡 申告 を し た R. H. Watt と いう 人 の 名 と 住所 が 書か れ て いた . その 住所 が 前 述 の 
Fenton 最 晩年 の 住所 と 同一 で あっ た の で , ここ が 娘 夫 婦 の 住所 で ある 可能 性 が 高まっ た . 相本 氏 が 再 
三 に わた っ て オー クラ ンド 市 立 図書 館 に 質問 し. Watt 氏 の 妻 の 名 前 (IHRE) が Sylvia Fenton で ある こ 
と を 突き 止め る こと が で きた . [松田 ] 














11. 今後 の 課題 


没後 68 年 を 経て , Fenton の 生涯 の 輪郭 が 描け る よう に な っ た . それ に よっ て 来 日 前 の 専門 、 SH 022 
機 . 昆虫 の 学習 歴 大 英 自 然 史 博 物 館 と の 関係 な ど 今 後 月 ら か に すべ き 課 題 が 明瞭 に な っ て きた . RK 
国 に 在住 する と 思わ れる 子孫 と の 接触 は まだ 図れ な い が , 今後 そこ か ら 新た な 情報 が 得 ら れる こと 
を 期待 し た い . 東 京 大 学 に は 「 お 雇い 外国 人 ] な ど に 関す る 貴重 な 原資 料 が 所 蔵 き まれ て お り (金井 
1997; 中 野 , 1997), 更 な る 調査 を 必要 と し て いる . 


最後 に 信仰 の 問題 で ある が , Fenton が 英国 国教 (Anglican) の 信者 で あっ た こと は 結婚 証明 書か ら 明 
ら か と な っ た . 教え 子 の 田中 舘 愛 橘 へ も 「 キ リス ト 信 者 に な ら な いか 」 と 時 々 誘い か け て いた こと 
が 田中 舘 自 身 の 回 想 文 の 中 で し ば し ば 述べ られ て いる . 


米国 で は 英国 国教 の 教会 を Christ Episcopal Church と 呼ぶ おぶ. Fenton 夫妻 が 晩年 を 過ごし た Oakland の 
隣 町 の Alameda 島 (この 島 は 現在 埋め 立て に より , 細い 水路 状 の 海 で わずか に 本 土 と 隔て られ て いる 
だ け の 状態 で あり . 多 く の 橋 も か けら れ て いる た め , 本 土 と 陸続き と 考え て 差し 支 を ない) に は , 19 
世紀 か ら の 歴史 が ある Christ Episcopal Church 2345 0 , Fenton の 最 晩年 の 住所 4017 San Leandro Street 
か ら は 4 km ほど し か 離れ て いな い . 相本 氏 は Chapel of the Chimes ò [1 5 0028 8E 07 5 5 b KE 
後 Alameda へ 送ら れ た 」 と いう 情報 を 得 て い る . Fenton 夫妻 は 英国 人 と し て 同 地 に 長く 暮らし た の 
で , Alameda 島 の 教会 墓地 に 葬 ら れ て いる 可能 性 が 高い と 思わ れる . 
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Summary 


1. Based on newly available information from the letters written by M. A. Fenton, pioneer entomologist in 
Japan in the Meiji era, we can trace his background in England, Japan and the United States. Social certifi- 
cates obtained from the appropriate offices in England and the US reveal much of his life which was almost 
unknown until now. 

2. M. A. Fenton was born in Doncaster, Cambridge in 1850, the son of Charles Ducker Fenton, a physician, 
and Emily Battye. 

3. He visited Japan in 1874 or so, and was adopted as an English teacher at Tokyo Kaisei Gakko, forerunner 
of University of Tokyo, from January 1874 and taught many elite students of that time. 

4. A letter deposited in the British Natural History Museum was in the Janson Collections. A possibility ex- 
ists that Fenton, at least in his later years, was one of the insect dealer for the British Museum. Fenton had 
contacts with H. Pryer (Entomologist), and E. S. Morse (Zooologist) during his life in Japan. 

5. One of Fenton's students, Aikitsu Tanakadate, later first Japanese physics professor of the University, 
maintained an intimate relationship with Fenton throughout his life and happily preserved many of Fenton's 
letters. 

6. During his stay in Japan (1874-1880), Fenton made expeditions to collect insects in Japan every year ac- 
companied by his students. Areas visited by him included all prefectures of eastern and northern Japan in- 
cluding Hokkaido, and a collecting trip in the summer of 1875 covered about 370 miles in total. The type 
locality specified as “370 miles from Tokei (=Tokyo)” in the original descriptions of some butterflies may 
refer to the total length of this journey. 

7. In April, 1880 Fenton left Japan and soon attended St John's College, Cambridge in England. Having 
graduated from the College in 1884, and been for a while demonstrator of Comparative Anatomy at 
Cambridge University, he worked as H. M. Inspector of Technical Colleges & Schools. 

8. He married Harriette Eleanor Binny in June, 1889 and they had a daughter, Sylvia Ermyntrude, in June, 
1893. At that time, he and his family lived at Bateman Street, Cambridge. He was a pious Anglican. 

9. His last preserved letter, sent to Tanakadate in 1924, was posted in Victoria, Canada. The letter noted that 
he would move to California within months, where his married daughter lived. The official documents avail- 
able at the City Office of California, show that M. A. Fenton died at Oakland City in March 1937, at the age 
of 86 years and 8 months. 
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